
（様式１）

固定系地域バンド無線局の申請に伴う

事業者間調整依頼書【基地局の例】
年　　　月　　　日

株式会社ウィルコム

取締役執行役員常務

ネットワーク技術本部長

平澤　弘樹　殿
○○○○


○○○○


○○○○
印

無線設備規則第四十九条の二十八に規定される広帯域移動無線アクセスシステムのうち、固定系地域バンドの電波を使用する下記の無線局の申請に伴い必要となる、干渉の回避・低減に関する事業者間調整を依頼します。
記

1. 局名：○○○　【無線局の名称を記載】
2. 無線局の種別：基地局　

3. 申請する基地局の設置場所
北緯○○度　東経○○度（□□市のうち旧△△村内）

4. 通信の相手方となる陸上移動局等の免許の対象区域

□□市のうち旧△△村

5. 申請を行う無線局の工事設計

表１のとおり

6. 通信の相手方となる無線局の工事設計

表２のとおり

表１　申請を行う無線局の工事設計

	項目
	内容

	対象となる無線局
	○○○／基地局

	空中線電力
	○○ｄＢｍ以下

	アンテナ利得
	○○ｄＢｉ以下

	アンテナ高

（海抜／地上高）
	海抜高：○○ｍ

アンテナの地上高：○○ｍ

	平均アンテナチルト
	○○度

【干渉検討に利用する平均の値を記載。運用中に変更の可能性があるため、合意書の条件とはしない】

	アンテナパターン
	別紙１及び添付ファイルのとおり

【垂直面につき±９０度、水平面につき±１８０度の範囲で、１度刻みのデータをテキストファイルでも提出してください】

	帯域外輻射レベル（実測値）
	別紙２のとおり

【工場データ等の実測による測定データの中で最悪のもの又は測定データを元にモデル化した数値を提出してください】

	その他特記事項
	○○○

【例えばフィルタの追加を行う場合にはその仕様などを記載】


表２　通信の相手方となる無線局の工事設計

	項目
	内容

	対象となる無線局
	○○○／陸上移動局

【複数の仕様のものを計画している場合は、それぞれについて提出】

	空中線電力
	○○ｄＢｍ以下

	アンテナ利得
	○○ｄＢｉ以下

	平均アンテナ高

（海抜／地上高）
	平均海抜高：○○ｍ

アンテナの平均地上高：○○ｍ

【干渉計算に用いる値として、免許の対象区域における平均的な値を記載】

	平均アンテナチルト
	平均○○度

【干渉計算に用いる値として、免許の対象区域における平均的な値を記載。運用中に変更の可能性があるため、合意書の条件とはしない。なお、2dBi以下のアンテナ利得のものについては「Omni（2dBi以下）」と記載してください。】

	アンテナパターン
	別紙３及び添付ファイルのとおり

【垂直面につき±９０度、水平面につき±１８０度の範囲で、１度刻みのデータをテキストファイルでも提出。なお、2dBi以下のアンテナ利得のものについては「Omni（2dBi以下）」と記載してください。】

	帯域外輻射レベル（実測値）
	別紙４のとおり

【工場データ等の測定データを提出可能な場合には、測定データを提出、測定データが無い場合は設計値を提出してください】

	その他特記事項
	○○

【例えばフィルタの追加を行う場合にはその仕様などを記載】


（様式１）

固定系地域バンド無線局の申請に伴う

事業者間調整依頼書【陸上移動局等の例】
年　　　月　　　日
株式会社ウィルコム

取締役執行役員常務

ネットワーク技術本部長

平澤　弘樹　殿
○○○○


○○○○


○○○○
印

無線設備規則第四十九条の二十八に規定される広帯域移動無線アクセスシステムのうち、固定系地域バンドの電波を使用する下記の無線局の申請に伴い必要となる、干渉の回避・低減に関する事業者間調整を依頼します。
記

1. 局名：○○○　【無線局の名称を記載】
2. 無線局の種別：陸上移動局
3. 申請する無線局の設置場所または免許の対象区域
○○市及び□□市のうち旧△△村

4. 通信の相手方となる無線局の設置場所

北緯○○度　東経○○度（○○市内）

北緯○○度　東経○○度（□□市のうち旧△△村内）

5. 申請を行う無線局の工事設計

表１のとおり

6. 通信の相手方となる無線局の工事設計

表２のとおり

表１　申請を行う無線局の工事設計

	項目
	内容

	対象となる無線局
	○○○／陸上移動局

	空中線電力
	○○ｄＢｍ以下

	アンテナ利得
	○○ｄＢｉ以下

	平均アンテナ高

（海抜／地上高）
	平均海抜高：○○ｍ

アンテナの平均地上高：○○ｍ

【免許の対象区域における平均海抜高及び平均のアンテナ地上高を記載】

	平均アンテナチルト
	○○度

【干渉計算に用いる値として、免許の対象区域における平均的な値を記載。運用中に変更の可能性があるため、合意書の条件とはしない。なお、2dBi以下のアンテナ利得のものについては「Omni（2dBi以下）」と記載してください。】

	アンテナパターン
	別紙１及び添付ファイルのとおり

【垂直面につき±９０度、水平面につき±１８０度の範囲で、１度刻みのデータをテキストファイルでも提出。なお、2dBi以下のアンテナ利得のものについては「Omni（2dBi以下）」と記載してください。】

	帯域外輻射レベル（実測値）
	別紙２のとおり

【工場データ等の測定データを提出可能な場合には、測定データを提出、測定データが無い場合は設計値を提出してください】

	その他特記事項
	○○○

【例えばフィルタの追加を行う場合にはその仕様などを記載】


表２　通信の相手方となる無線局の工事設計

	項目
	内容

	対象となる無線局
	○○○／基地局

【複数の基地局が通信の相手方となり得る場合はそれぞれについて提出】

	空中線電力
	○○ｄＢｍ以下

	アンテナ利得
	○○ｄＢｉ以下

	アンテナ高

（海抜／地上高）
	海抜高：○○ｍ

アンテナの地上高：○○ｍ

	アンテナチルト
	○○度

【干渉計算に用いる値として、平均的な値を記載。運用中に変更の可能性があるため、合意書の条件とはしない】

	アンテナパターン
	別紙３及び添付ファイルのとおり

【垂直面につき±９０度、水平面につき±１８０度の範囲で、１度刻みのデータをテキストファイルでも提出】

	帯域外輻射レベル（実測値）
	別紙４のとおり

	その他特記事項
	○○

【例えばフィルタの追加を行う場合にはその仕様などを記載】


6

